
 
 

  

原子力施設等におけるトピックス 

  （令和元年１１月２５日～１２月１日） 

令 和 元 年 １２月 ４日 

原 子 力 規 制 庁 

〇令和元年１１月２５日～１２月１日の間に発生した以下の法令報告事象に該当する事案は、下表のとおり。 

 原子炉等規制法第６２条の３又は放射性同位元素等規制法第３１条の２に基づく報告事案（発生に係る報告に限る） 
 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

11月26日 
東京電力ホールディングス

株式会社 

福島第一原子力

発電所 

6号機残留熱除去系（B系）圧力抑制室吸込弁の手動操作の

ハンドルの軸の折損について 
 

11月28日 
東京電力ホールディングス

株式会社 

福島第一原子力

発電所 

1/2号機排気筒ドレンサンプピットにおける核燃料物質等の管

理区域内での漏えいについて 
 

 

〇主要な原子力事業者（＊）の原子力事業所内で令和元年１１月２５日～１２月１日の間に発生した以下に該当する事案は、下表のとおり。 

 保安規定に定める運転上の制限から逸脱した事案 
 原子炉等規制法第６２条の３に基づく報告事項に該当しないが安全確保に関係する事案で、事業者がプレス公表したもの 

＊････原子力発電所を所有する電気事業者、日本原子力研究開発機構及び日本原燃㈱ 

 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

 

＜参考＞ 海外の原子力施設におけるトピックス  

該当なし 

 

＜その他＞  

１１／２９  国立研究開発法人日本原子力研究開発機構  ふげんにおけるクリアランス評価の放射能濃度の減衰補正基準日の設定誤りについて 
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令和元年１１月２６日 

 

報道関係各位 
 

  

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所 
６号機で確認された残留熱除去系（Ｂ系）圧力抑制室吸込弁の手
動操作のハンドルの軸の折損について報告を受けました 

       

       

原子力規制委員会は、令和元年１１月２６日、東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」とい

う。）より、福島第一原子力発電所６号機残留熱除去系（Ｂ系）圧力抑制室吸込弁の手動操作のハンドルの

軸の折損について、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に基づく報告を受けました。 

 

 

記 

 

 

１．東京電力からの報告内容 

本日（１１月２６日）、福島第一原子力発電所６号機において、残留熱除去系（Ｂ系）圧力抑制室吸込弁の

手動操作のハンドルの軸が折損が確認されたため、発電用原子炉施設の安全を確保するために必要な機

能を有していないと認められるとして、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６２条の

３の規定に基づく報告事象として判断した旨の報告がありました。 

 

東京電力から受けた報告の概要は別紙のとおりです。 

 

 

２．原子力規制委員会の対応 

本件に係る報告を受けて、現地の原子力運転検査官が現場で環境への影響がないことを確認していま

す。 

今後、東京電力が行う原因究明及び再発防止策について、確認していきます。 

 

 
≪担当≫ 原子力規制庁 長官官房 総務課 事故対処室 

室長 村田 真一 

担当 斉藤 

電話：０３－３５８１－３３５２（代表） 

０３－５１１４－２１２１（直通） 
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東京電力からの報告の概要 

（２６日１７時００分までに受けたもの） 

  
〇１１月１９日、６号機残留熱除去系（Ｂ系）圧力抑制室吸込弁に弁体のシートリークが

確認されたことから、手動操作にて閉側に増締めを実施したところ、手動操作のハンドル

の軸を折損。 

 

〇そのため、残留熱除去系（Ｂ系）は、安全上重要な機器等の要求機能のうち、燃料プー

ル水の補給機能を満足しないことを確認。 

 

〇本日１５：００、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核

燃料物質の防護に関する規則第１８条第４号に規定する安全上重要な機器等の点検を行っ

た場合において、発電用原子炉施設の安全を確保するために必要な機能を有していないと

認められたときに該当すると判断した。 

 

〇今後、補修等必要な措置を講じていく。 

 

〇本事象による環境への影響はない。 

 

別紙 
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2019年11月26日

2019年11月26日

東京電力ホールディングス株式会社

　6号機残留熱除去系（Ｂ）においては、11月19日に圧力抑制室吸込弁（MO-E12-F004B）に弁体のシートリークが確認されたことから、同日、当該電動弁

を手動操作にて閉側に増し締めを実施したところ、手動操作ハンドルの軸を折損しました。そのため、残留熱除去系（Ｂ）としては、経済産業省告示327号

に定める「安全上重要な機器等」の要求機能の内、燃料プール水の補給機能を満足しないことを確認しました。

　以上のことから、本日午後3時00分、6号機残留熱除去系（Ｂ）は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第62条の3に基づき制定され

た、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則第18条第4号「安全上重要な機器等の点検を行った場

合において、発電用原子炉施設の安全を確保するために必要な機能を有していないと認められたとき。」に該当すると判断しました。

　なお、6号機の原子炉内には燃料はなく、6号機残留熱除去系（Ａ）、および補給水系による使用済燃料プールへの補給は可能な状態です。使用済燃料プー

ルの運転状態は異常ありません。

以　上

（東京電力ホールディングス株式会社HP掲載）
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（東京電力ホールディングス株式会社HP掲載）
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令和元年１１月２８日 

 

報道関係各位 
 

  

東京電力ホールディングス（株）から福島第一原子力発電所 
１／２号機排気筒ドレンサンプピットにおける核燃料物質等の

管理区域内での漏えいについて報告を受けました 
       

       

原子力規制委員会は、本日（令和元年１１月２８日）、東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電

力」という。）より、福島第一原子力発電所１／２号機排気筒ドレンサンプピットにおける核燃料物質等の管

理区域内での漏えいについて、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６２条の３の規

定に基づく報告を受けました。 

 

 

記 

 

 

１．東京電力からの報告内容 

本日、福島第一原子力発電所１／２号機排気筒ドレンサンプピットにおいて水位低下し、核燃料物質等の

管理区域内での漏えいと認められることから、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第

６２条の３の規定に基づく報告事象に該当するとの報告を受けました。  

 

東京電力から受けた報告の概要は別紙のとおりです。 

 

 

２．原子力規制委員会の対応 

本件に係る報告を受けて、現地の原子力運転検査官が環境への影響がないことを確認しています。 

今後、東京電力が行う原因究明及び再発防止策について、確認していきます。 

 

 
≪担当≫ 原子力規制庁 長官官房 総務課 事故対処室 

室長 村田 真一 

担当 斉藤 

電話：０３－３５８１－３３５２（代表） 

０３－５１１４－２１２１（直通） 
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東京電力からの報告の概要 

（２８日１１時００分までに受けたもの） 

 
〇昨日（１１月２７日）、福島第一原子力発電所１／２号機排気筒ドレンサンプピット（※）

に対する最近の降雨による水位変動の傾向をつかむために水位データの推移を確認してい

たところ、水の移送をしていない時にも当該ピット水位が一定の水位（約３２５ｍｍ) ま

で低下する傾向を確認した。その後測定器の指示値の妥当性等について調査を行った。 

 

〇それらの調査の結果、本事象については当該ピット外への漏えいが否定できないことか

ら、本日１０時３０分、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特

定核燃料物質の防護に関する規則第１８条第１２号に規定する発電用原子炉施設の故障そ

の他の不測の事態が生じたことにより核燃料物質等が管理区域内で漏えいしたときに該当

すると判断した。 

 

〇今後、原因と対策等必要な措置を講じていくこととしている。 

 

〇構内排水路モニタ、海水放射線モニタ及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な

変動はなく、現時点において本事象による環境への影響はない。 

 

※１／２号機排気筒内に入った雨水を溜めるために設置したもの。 

別紙 
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2019年11月27日

2019年11月27日

東京電力ホールディングス株式会社

　1/2号機排気筒ドレンサンプピット（以下、「当該ピット」という。）に対する最近の降雨による水位変動の傾向をつかむために水位データの推移を詳し

く確認していたところ、水の移送をしていない時にも当該ピット水位が一定の水位(約325mm) まで低下する傾向を11月26日に確認しました。その後、過去

に遡って水位データを確認したところ、10月12日の台風19号以降に水位低下傾向が見られることが、本日（11月27日）、わかりました。

　なお、構内排水路モニタ、海水放射線モニタ及び周辺サブドレンピットの放射能濃度に有意な変動はなく、現時点で外部環境への影響は確認されておりま

せん。

　当該ピットは、1/2号機排気筒内に入った雨水を溜めるために設置したものであり、水位400mmを超えたタイミングでポンプを自動起動して水を移送する

ことで、都度330mmまで水位を低下させています。

【参考】直近（3月5日）のピット水の放射能分析結果

　・Cs-134　　1.5×10^6（Bq/l）

　・Cs-137　　2.0×10^7（Bq/l）

　・全ベータ　2.8×10^7（Bq/l）

以　上

（東京電力ホールディングス株式会社HP掲載）
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2019年11月28日

2019年11月28日

東京電力ホールディングス株式会社

　1/2号機排気筒ドレンサンプピット（以下、「当該ピット」という。）の水位低下傾向が見られたことについて、その後の状況をお知らせします。

　当該ピットの水位低下については、ピット外への漏えいが否定できないことから、核燃料物質等の管理区域内での漏えいに該当すると考え、本日（11月28

日）午前10時30分、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第62条の3に基づき制定された、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉

施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則第18条第12号「発電用原子炉施設の故障その他の不測の事態が生じたことにより、核燃料物質等（気体状

のものを除く）が管理区域内で漏えいしたとき」に該当すると判断しました。

以　上

（東京電力ホールディングス株式会社HP掲載）
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（東京電力ホールディングス株式会社HP掲載）
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令和元年１１月２９日
国 立 研 究 開 発 法人
日本原子力研究開発機構
敦　賀　事　業　本　部

（期間：１１月２３日 ～１１月２９日）

今週のまとめ

・「もんじゅ」廃止措置中
・「ふげん」廃止措置中
・「ふげん」クリアランスの評価について（11/26）

敦賀廃止措置実証本部

高速増殖原型炉もんじゅ

１．作業状況等

（１）「もんじゅ」プラント状況
○廃止措置中（燃料体取出し期間）
　・１次主冷却系（ナトリウム温度　約200℃）
　　Ａループ　ポニーモータ運転
　　Ｂループ　ポニーモータ運転
　　Ｃループ　ポニーモータ運転

（２）その他
○燃料体の処理（炉外燃料貯蔵槽から燃料池への燃料体の移送）
　・燃料出入機の手入れ等
○廃止措置作業
○第1回施設定期検査

２．来週の予定

（１）「もんじゅ」プラント状況
○廃止措置中（燃料体取出し期間）
　・１次主冷却系（ナトリウム温度　約200℃）
　　Ａループ　ポニーモータ運転
　　Ｂループ　ポニーモータ停止、ナトリウムドレン
　　Ｃループ　ポニーモータ停止、ナトリウムドレン

（２）その他
○燃料体の処理（炉外燃料貯蔵槽から燃料池への燃料体の移送）
　・燃料出入機の手入れ等
○廃止措置作業
○第1回施設定期検査

Page 1 of 2敦賀事業本部週報

2019/12/03https://www.jaea.go.jp/04/turuga/jturuga/press/2019/11/w191129.html
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新型転換炉原型炉ふげん

１．作業状況等

（１）「ふげん」プラント状況
○廃止措置中（原子炉周辺設備解体撤去期間）
　・原子炉周辺設備解体撤去工事
　　原子炉建屋内機器等の解体撤去工事
　・その他設備の解体撤去工事
　　屋外の機器等（液体炭酸ガス貯槽等）の解体工事

（２）その他
○第32回施設定期検査
○クリアランスの評価について（11/26）

昨年8月に認可され、昨年12月から実施しているクリアランス評価について、
認可された内容とは一部異なる設定で計算していることが、今月26日に判明しま
した。認可された設定で再計算したところ、原子力機構としては、クリアランス
判定の結果には影響はないものと判断しました。引き続き、規制当局に説明して
まいります。なお、対象となった解体物はふげん施設内に保管しております。

２．来週の予定

（１）「ふげん」プラント状況
○廃止措置中（原子炉周辺設備解体撤去期間）
　・原子炉周辺設備解体撤去工事
　　原子炉建屋内機器等の解体撤去工事
　・その他設備の解体撤去工事
　　屋外の機器等（液体炭酸ガス貯槽等）の解体工事

（２）その他
○第32回施設定期検査

敦賀事業本部・敦賀総合研究開発センター

１．今週の主な実績
○第47回オープンセミナー（於：アクアトム（11/27）、福井商工会議所（11/28））

２．来週以降の主な予定
○文部科学省受託事業「放射線利用技術等国際交流（講師育成）」に係る
「原子力行政コース」の開催（於：若狭湾エネルギー研究センター）（12/2～20）
○レーザー応用技術　産学官連携成果報告会（於：福井大学附属国際原子力工学研
究所）（12/5～6）

敦賀事業本部週報へ

Page 2 of 2敦賀事業本部週報

2019/12/03https://www.jaea.go.jp/04/turuga/jturuga/press/2019/11/w191129.html

（日本原子力研究開発機構HP掲載）
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